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研究要旨 

本研究の目的は、アトピー性皮膚炎の診療における意思決定に重要なクリニカルクエスチョン

（CQ）の一つとして「妊娠中、授乳中のステロイド外用薬は安全か」という課題に対して、文献

検索を行った。妊婦に対する検討であるため、介入研究はなかったが、分娩様式、先天奇形（口

唇口蓋裂、尿道下裂を含む）、低出生体重、早期産、胎児死亡、分娩異常、低 Apgar等について､

大規模な症例対照研究または前向きコホート研究の報告およびそれらのメタアナリシスから、こ

れら有害事象はステロイド外用薬使用との関連性は認められなかった。ただし、英国の大規模研

究において、potent, very potent群ステロイド外用薬の大量使用で低出生体重の傾向が観察され

ていた。 

そこで、「妊娠中、授乳中ともステロイド外用薬は安全であり、胎児／乳児への影響を心配する

ことなく使用してよい。ただし、強いランクのステロイド外用薬を大量・長期使用することは出

生時体重を低下させる可能性があるので、避けるべきである。」と結論した。 

 

A. 研究目的 

本研究では、アトピー性皮膚炎の診療におい

て意思決定を要する臨床課題の中から「妊娠中、

授乳中のステロイド外用薬は安全か」という課

題（クリニカルクエスチョン: CQ）について、

臨床研究論文のシステマティックレビューを

行い、推奨文を作成することで、アトピー性皮

膚炎診療ガイドラインの作成に資することを

目的とした。 

 

B. 研究方法 

委員会で設定した課題の中の一つである「妊

娠中、授乳中のステロイド外用薬は安全か」と

いう課題に対して、PubMedや医学中央雑誌な

どのデータベースを用いて臨床研究文献を検

索したのち、システマティックレビューを行い、

エビデンスレベルの評価と統合で求められた

エビデンス総体としてのエビデンスの強さと

推奨の強さを決定した。 

  

C. 研究結果 

妊婦に対する検討であるため、介入研究はな

かった。分娩様式、先天奇形（口唇口蓋裂、尿

道下裂を含む）、低出生体重、早期産、胎児死

亡、分娩異常、低 Apgar等について､大規模な

症例対照研究または前向きコホート研究の報

告 1,2およびそれらのメタアナリシス 3からは

ステロイド外用薬使用との関連性は認められ

なかった。軽度または中等度の使用と、重度ま

たは最重度での層別解析を行っても口唇口蓋

裂や早期産、低 Apgar のリスクは変わらなか

った。通常のステロイド外用療法では全身への
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吸収が非常に少ないという理論的根拠からも、

胎児への影響はないと考えられた。 

ただし、英国の大規模研究において、potent, 

very potent群ステロイド外用薬の大量使用で

低出生体重の傾向があったと報告されていた 4。 
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以上より、「妊娠中、授乳中のステロイド外

用薬は安全か」という CQについては、「妊娠

中、授乳中ともステロイド外用薬は安全であり、

胎児／乳児への影響を心配することなく使用

してよい。ただし、強いランクのステロイド外

用薬を大量・長期使用することは出生時体重を

低下させる可能性があるので、避けるべきであ

る（推奨度 2（弱い推奨）、エビデンスレベル

B）」とした。 

 

D. 考察 

妊娠中・授乳中のステロイド外用薬使用は、

全身への吸収が少ないという理論的根拠から

も安全と考えられるが、これまでの報告はそれ

を指示した。大量使用に関しての懸念はあった

が、ガイドラインに基づく適切な治療下では通

常､大量使用は起こりえない。乳房への外用は、 

授乳直前を避け、授乳前に清拭するなどの指導

が必要であろう。 

 

E. 結論 

「妊娠中、授乳中のステロイド外用薬は安全

か」という CQについては、エビデンスを精査

して､推奨を決定した。 
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